
スマート農業で
圃場とつながる、未来とつながる。

Apple Watchでも
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Apple Watch

みどりモニタW
Apple Watchでも見逃さない

計測データの活用方法

重要指標を常に確認できる
みどりモニタに設定された重要指標項目（最大３つ）のセンサー値
をApple Watchで確認することができます。
作業中の汚れた手でも、スマートフォンを出さずに確認できるため作
業の手を止めません。

複数のみどりボックスの情報も閲覧できる
複数ハウスなど、複数台のみどりボックスをご利用の方は画面をスワ
イプさせることで切り替えて確認できます。

警報をすぐに通知
みどりモニタで設定した警報がApple Watchに通知されます。

部会の研修会などでの作物管理方法の共有

圃場別の環境差解消

※みどりクラウドユーザは追加費用等なく、無料でご利用いただけます

作業中でもすぐ確認



単体制御（炭酸ガス施用）

“吸わせる” 場所に
高濃度・ピンポイントで与えます
与えた CO2 を作物へ" 吸わせる " ことが重要です。
純度 99.5% 以上に精製された CO2 を株元より施
用するため、作物近傍から効率的に " 吸わせる"こ
とができます。

10a 連棟式ハウス の場合

イチゴが利用できるCO2の割合は
ハウス全体のわずか2.2%

専用設計チューブにより
局所施用のイニシャルコストを低減

CO2施用
チューブ

炭酸マスター CO2制御
※「炭酸マスター」は高圧ガス工業株式会社の登録商標です



常に同じ品質のイチゴを作り続ける、再現性ある農業を追求している自分にとって「みどりク
ラウド」は最適なシステムでした。収量もさることながら、品質と安定性が上がることで、直売
の評価が高くなり単価も上がりました。また、電動カンキットN制御盤Plusとの連携による遠
隔制御も、手ごたえを感じています。普段作業する場所から圃場が 300m 離れているので、
これまでは移動ロスが大きかった。圃場管理をスマートフォンでできるようになったので、心身
とも非常に楽になったと感じています。

私が農業を営む島根県雲南市は、年間の日照時間が少なく、栽培には不利な地域です。そ
こで、気温や日照などのデータを活用して競争力を高めようと、「みどりクラウド」を導入。現
在では、「みどりクラウド」と「ふくごう君Ⅱ」を連携させ、複数の棟を一括管理しています。
経験則ではなくデータを元に判断できるので、生産物の品質だけでなく収量も伸びました。
また、移動に15分掛かる2つのファームを、遠隔地からスマートフォンでセンサーデータやカ
メラの映像を確認して管理できるので、移動時間も減り、働き方の改善にもつながっています。

ハウス栽培を行う場合、光合成が盛んになる日中に CO2 が不足することで収量が伸び悩むこと
は生産者共通の悩みです。「みどりクラウド」では温度や湿度、日射量など、多くのデータを収集
できますが、私は特に CO2 濃度に注目しました。「みどりクラウド」のセンサーデータで、この
CO2濃度の推移をスマートフォンの画面から常時確認できるようになりました。約2,600平方メー
トルのビニールハウスの状況をきめ細かく把握し、CO2濃度が低下したら石油ファンヒーターを使
用してCO2濃度を調整しました。そして、CO2の管理に加えて、ミスト施用による湿度についても、
「みどりクラウド」でモニタリングすることで、きゅうりの収量を20％も伸ばすことができました。


